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当院では、正面玄関や病棟に「ふれあいの

箱」というご意見箱を設置しておりますの

で、当院に対するご意見・ご要望等ござい

ましたらご遠慮なくお聞かせください。 

理事長 前田隆史 

 

 

 

今
月
の
一
言 

〔純
心
会
理
念
〕 

信
頼
さ
れ
る
医
療 

想
い
と
優
し
さ
の
伝
わ
る
ケ
ア 

私
た
ち
は
そ
れ
を
目
指
し
ま
す 

○
今
月
の
一
言
・
・
・
・
・
・
・
・
・
理
事
長 

○
春
は
ア
レ
ル
ギ
ー
に
注
意
！ 

○
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
つ
い
て 

○
旬
の
素
材
で
簡
単
料
理
・
・
・
・
・
・
給
食 

 

 

春
霞
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
春
に
な
る
と
、
ぼ
ー
っ

と
遠
く
が
か
す
ん
で
見
え
ま
す
。
ひ
と
昔
前
ま

で
は
偏
西
風
に
の
っ
て
や
っ
て
く
る
黄
砂
の
影
響

だ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
Ｐ
Ｍ

２
・５
と
言
わ
れ
る
中
国
か
ら
の
大
気
汚
染
物
質

も
黄
砂
と
い
っ
し
ょ
に
飛
来
し
て
い
ま
す
。 

Ｐ
Ｍ
２
・５
は
、
喘
息
や
花
粉
症
な
ど
の
ア
レ
ル

ギ
ー
が
あ
る
人
に
は
、
目
の
か
ゆ
み
や
鼻
水
な

ど
の
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
他
に
、
喉
の
痛
み
を

誘
発
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
ギ
花
粉
の
千
分
の
一
と

い
う
微
小
な
粒
子
の
た
め
、
肺
の
奥
深
く
ま
で
入

り
込
み
や
す
く
、 

ぜ
ん
そ
く
や
気
管 

支
炎
な
ど
の
呼
吸 

器
系
疾
患
や
循
環 

器
系
疾
患
な
ど
の 

リ
ス
ク
を
上
昇
さ 

せ
る
と
考
え
ら
れ 

て
い
ま
す
。 

各
自
治
体
で
は
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
濃
度
が
一
定
値

を
超
え
る
と
注
意
喚
起
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の

時
は
不
要
な
外
出
を
控
え
た
り
、
洗
濯
物
を
屋

外
で
干
さ
な
い
、
※

マ
ス
ク
を
す
る
な
ど
の
対
策

を
し
ま
し
ょ
う
。
Ｐ
Ｍ
２
・５
に
対
す
る
健
康
の
影

響
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
子
供
や
高

齢
者
、
呼
吸
器
や
循
環
器
の
病
気
を
も
つ
人
な

ど
は
注
意
が
必
要
で
す
。 

ＰＭ2.5 は粒子が小

さく通常のマスクで

は予防効果がほとん

どありません。多少

高価になりますが、

Ｎ95 マスクなどの

ＰＭ2.5 対応マスク

を使用しましょう。 

平成 30 年 4 月 診療予定表 

（午前：9:00～12:00 午後：3:00～6:00）   ※予告無く変更となる場合があります。 

日 曜日 
午前診 午後診 

糖尿病 当直 
内科・一診 内科・二診 内科・三診 小児科 内科・一診 内科・二診 内科・三診 皮膚科 

1 日 休 診（日直 三谷） 三谷 

2 月 前田純 前田隆 加藤 濱田 前田純 多田羅  森上  竹﨑 

3 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野    河野 

4 水 岸 多田羅 佐尾山 辻 岸     岸 

5 木 佐尾山 多田羅  辻 佐尾山 和田    山田 

6 金 前田隆 多田羅  濱田 佐尾山    鈴木一 本田 

7 土 前田純 鈴木康  濱田 前田純     高橋 

8 日 休 診（日直 高橋） 阪梨 

9 月 前田純 前田隆 加藤 濱田 前田純 多田羅    竹﨑 

10 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野    河野 

11 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸     岸 

12 木 佐尾山 多田羅  辻 佐尾山 隈元    山田 

13 金 前田隆 多田羅 佐尾山 濱田 佐尾山     本田 

14 土 佐尾山 鈴木康  濱田 佐尾山     桑原 

15 日 休 診（日直 桑原） 阪梨 

16 月 前田純 前田隆 加藤 濱田 前田純 多田羅  森上  竹﨑 

17 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野    河野 

18 水  多田羅 佐尾山 濱田  多田羅    藤原 

19 木 佐尾山 多田羅  辻 佐尾山 隈元    山田 

20 金 前田隆 多田羅  辻 佐尾山    鈴木一 本田 

21 土 前田純   濱田 前田純    谷口 桑原 

22 日 休 診（日直 桑原） 藤井 

23 月 前田純 前田隆 加藤 濱田 前田純 多田羅    竹﨑 

24 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野    河野 

25 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸     岸 

26 木 佐尾山 多田羅  辻 佐尾山 隈元    山田 

27 金 前田隆 多田羅  辻 佐尾山    鈴木一 本田 

28 土 前田純 鈴木康  濱田 前田純    谷口 堀尾 

29 日 休 診（日直 堀尾） 荒井 

30 月 休 診（日直 竹﨑） 竹﨑 

 

専 

門 

外 

来 

消化器内科 前田純 河野寿明 泌尿器科 多田羅潔 

消化器外科 鈴木康之 隈元謙介 小児科 濱田嘉徳 辻正子 

呼吸器外科 加藤歩 皮膚科 森上徹也 

糖尿病外来 鈴木一永 谷口洋   

 

四
月
に
入
り
、
桜
の
花
見
も
終
わ
り
暖

か
く
な
り
ま
し
た
。 

世
の
中
の
政
治
で
は
、
森
友
学
園
建
設

で
の
口
裏
合
わ
せ
と
か
、
加
計
学
園
の
問

題
と
か
、
と
か
く
官
僚
の
問
題
だ
と
か
、

と
り
ざ
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
間
に
、
雨
も
降
っ
て
い
な
い
の
に

山
崩
れ
が
あ
り
、
二
人
死
亡
、
四
人
不
明

と
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
、
シ
リ
ア
が
化

学
兵
器
を
使
用
し
た
こ
と
に
対
し
、
米
英

仏
が
シ
リ
ア
の
化
学
兵
器
研
究
所
や
製

造
所
を
標
的
に
し
た
ト
マ
ホ
ー
ク
に
よ

る
攻
撃
が
あ
り
ま
し
た
。
世
の
中
、
内
外

と
も
に
争
い
ば
か
り
報
じ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。 

日
本
人
と
し
て
は
、
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
に

入
団
し
た
大
谷
翔
平
選
手
の
華
々
し
い

活
躍
が
嬉
し
い
出
来
事
で
す
。
あ
ま
り
に

も
素
晴
ら
し
い
活
躍
な
の
で
、
か
え
っ
て

先
行
き
が
心
配
で
す
。
米
国
の
野
球
は
そ

れ
こ
そ
非
情
だ
そ
う
で
す
。
あ
ま
り
頑
張

り
過
ぎ
て
怪
我
と
か
故
障
に
な
ら
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
。 

ビ
ジ
ネ
ス
一
辺
倒
の
米
国
プ
ロ
野
球

で
す
。
大
谷
選
手
に
は
少
し
で
も
体
調
が

悪
け
れ
ば
無
理
を
し
な
い
で
ほ
し
い
も

の
で
す
。
少
し
で
も
長
く
米
国
で
活
躍
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 



パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病 

で
は
、
主
に
、
手
足 

が
ふ
る
え
る
（
振
戦
）
、 

動
き
が
遅
く
な
る
（ 

無
動
）
、
筋
肉
が
硬
く 

な
る
（
固
縮
）、
体
の 

バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な 

る
（
姿
勢
反
射
障
害
）
、 

と
い
っ
た
症
状
が
み 

ら
れ
ま
す
。 

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、 

顔
の
表
情
の
乏
し
さ
、 

小
声
、
小
書
字
、
屈 

曲
姿
勢
、
小
股
・
突 

進
歩
行
な
ど
、
い
わ 

ゆ
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン 

症
状
と
い
わ
れ
る
運 

動
症
状
が
生
じ
ま
す
。 

ま
た
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
は
、
運
動
症
状

以
外
に
も
、
便
秘
や
頻
尿
な
ど
の
自
律
神
経
の

症
状
、
不
眠
な
ど
の
睡
眠
障
害
、
う
つ
症
状
な

ど
の
精
神
症
状
、
認
知
機
能
障
害
な
ど
が
み
ら

れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
体
操
と
は
、
体
力
の
低
下
を
防
ぎ
、

筋
肉
や
関
節
を
柔
ら
か
く
し
て
動
作
を
滑
ら
か
に
す
る

た
め
の
運
動
で
す
。 

10 

う
つ
症
状
は
患
者
さ
ん
の
約
半
数
に
そ
の

傾
向
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
て
、
患
者
さ
ん
自

身
や
家
族
の
方
も
気
づ
か
な
い
こ
と
の
多
い

症
状
で
す
。
認
知
症
は
病
気
が
進
行
す
る
と
約

２
割
の
方
に
み
ら
れ
ま
す
。 

症
状
の
種
類
や
程
度
、
経
過
は
患
者
さ
ん
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。 

ま
た
個
々
の
症
状
に 

応
じ
て
対
策
が
あ
り
ま 

す
の
で
、
ま
ず
は
神
経 

内
科
医
の
診
察
を
き
ち 

ん
と
受
け
る
こ
と
を
お 

勧
め
し
ま
す
。 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
は
、
脳
の
幹
に
あ
た
る

黒
質
と
い
う
部
分
の
神
経
細
胞
が
次
第
に
減

少
し
、
そ
の
神
経
が
働
く
と
き
に
使
う
ド
パ
ミ

ン
と
い
う
物
質
が
減
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ

る
病
気
で
す
。 

      

  

ド
パ
ミ
ン
は
、
脳
に
お
い
て
、
運
動
の
仕
組

み
を
調
節
す
る
よ
う
な
働
き
を
担
っ
て
い
る

た
め
、
ド
パ
ミ
ン
が
減
る
こ
と
に
よ
り
、
動
き

が
遅
く
な
っ
た
り
、
体
の
緊
張
が
高
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。 

一
部
の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
遺
伝
子
が
原

因
で
発
症
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、

多
く
は
原
因
不
明
で
、
遺
伝
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

万
人
あ
た
り 

～ 

人
の
方
が
こ
の
病

気
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

～ 

歳
に
発
症
す
る
こ
と
が
多
く
、
患
者

さ
ん
は
年
を
と
る
に
し
た
が
い
増
え
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。 

患
者
さ
ん
か
ら
年
齢
、
症
状
、
経
過
な
ど
の

お
話
を
伺
い
、
神
経
内
科
的
な
診
察
に
て
症
状

を
確
認
し
ま
す
。
こ
の
段
階
で
、
ほ
ぼ
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
か
ど
う
か
診
断
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

た
だ
し
、
似
た
よ
う
な
症
状
を
現
わ
す
ほ
か

の
病
気
と
区
別
す
る
た
め
、CT

やM
R

I

な
ど

の
画
像
検
査
を
行
い
ま
す
。
血
液
・
尿
検
査
な

ど
で
診
断
の
決
め
手
に 

な
る
異
常
が
出
る
こ
と 

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

○
薬
物
治
療 

 

治
療
の
中
心
は
薬
物
治
療
で
あ
り
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
と
診
断
さ
れ
、
治
療
が
必
要
な
場
合
、
ま
ず
、
薬
物

治
療
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
薬
物
治
療
に
よ
り
、
患
者
さ

ん
の
多
く
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
症
状
が
か
な
り
よ

く
な
り
ま
す
。
治
療
の
基
本
と
な
る
薬
剤
はL

-

ド
パ
と

ド
パ
ミ
ン
ア
ゴ
ニ
ス
ト
の
内
服
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
長

所
と
欠
点
が
あ
り
、
年
齢
や
社
会
生
活
の
仕
方
、
病
気

の
重
さ
、
薬
に
対
す
る
反
応
な
ど
を
考
慮
し
て
、
う
ま

く
組
み
合
わ
せ
、
薬
用
量
を
決
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

○
外
科
治
療 

 

外
科
治
療
は
、
お
薬
を
長
く
服
薬
し
、
ウ
ェ
ア
リ
ン

グ
・
オ
フ
現
象
（
次
の
お
薬
を
飲
む
前
に
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
症
状
が
現
れ
る)

や
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
（
体
が
勝
手
に
動

い
て
し
ま
う
症
状
）
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
患
者

さ
ん
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
症
状
の
改
善
を
目
的
に
行
わ

れ
る
も
の
で
、
病
気
そ
の
も
の
を
治
し
て
し
ま
う
手
術

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

脳
に
電
極
を
埋
め
込
ん
で
、
電
気
刺
激
す
る
こ
と
に

よ
り
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
た
神
経

回
路
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
戻
し
、
症
状
を
改
善
し
ま
す
。 

○
理
学
療
法 

 

理
学
療
法
は
、
社
会
活
動
そ
の
も
の
が
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
で
す
が
、
家
庭
で
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
患
者
さ
ん
は
身
体
を 

動
か
さ
な
い
た
め
の
身
体 

機
能
低
下
を
防
ぐ
た
め
、 

早
期
か
ら
適
度
な
運
動
を 

始
め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
は 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
体
操 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療 

重
症
度
分
類 

診
断 

症
状 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の 

病
気
の
進
行
度
（
重
症 

度
）
を
示
す
指
標
と
し 

て
、
「
ホ
ー
ン-

ヤ
ー
ル 

の
重
症
度
分
類
」
が
用 

い
ら
れ
て
い
ま
す
。 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は 

通
常
身
体
の
片
側
か
ら 

症
状
が
始
ま
り
、
進
行 

す
る
と
身
体
の
両
側
に 

症
状
が
広
が
り
ま
す
。 

「
ホ
ー
ン-

ヤ
ー
ル
の 

重
症
度
分
類
」
で
は
、 

こ
の
よ
う
な
症
状
の
進 

行
に
沿
っ
て
、
ふ
る
え 

な
ど
の
症
状
が
片
方
の 

手
足
の
み
で
あ
る
場
合 

をⅠ

度
、
両
方
の
手
足 

に
み
ら
れ
る
場
合
をⅡ

 

度
、
さ
ら
に
病
気
が
進 

行
し
、
姿
勢
反
射
障
害 

（
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
障 

害
）
が
み
ら
れ
る
よ
う 

に
な
っ
た
場
合
をⅢ

度
、 

日
常
生
活
に
部
分
的
な
介
助
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
をⅣ

度
、
車
い
す
で
の
生
活
や
寝
た
き

り
と
な
っ
た
場
合
をⅤ

度
と
し
て
い
ま
す
。 
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２つでレモン１個分のビタミンＣ 免疫力ＵＰ『いちご』 
 

給食 

いちごのベイクドチーズケーキ 

【作り方】 

1.型にクッキングシートを敷いておきます。オーブンを 180℃に予

熱しておきます 

2.いちごのヘタをとり半分に切ります 

3.ボウルにクリームチーズを入れて滑らかになるまでよく混ぜます 

４.３に残りの生地の材料を入れてよく混ぜます 

５.型に４を流し入れ、クリームチーズ生地の上にいちごを並べま

す。アルミホイルをかぶせて 180℃のオーブンで 60 分焼きます 

６.オーブンから取り出して粗熱を取って粉糖をまぶしたら完成♪ 

●●● ●●● 

【材料】 

いちご・・・１０個、無糖ヨーグルト・・・３００ｇ、クリーム

チーズ・・・１５０ｇ、ホットケーキミックス・・・１００ｇ、砂

糖・・・５０ｇ、溶き卵・・・２個分、粉糖・・・適量 

パプリカパウダー（あれば） 

 

 

【いちごの栄養】 

いちごにはビタミンＣや食物繊維の他に「葉酸」が含まれています。葉酸はレ

バーやほうれん草などに多く含まれています。妊娠・授乳中の女性に必要とさ

れるビタミンで、胎児の正常な発育に役立つと言われています。 


